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本事業の必要性、執行の観点からの評価としては、概ね妥当であるが、引き続き効率的な執行に努めること。

総事業費(執行ベース) 289 285 289

補
　
記

100% 99% 100%

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

毎年度、委託先からの事業実績報告書などにより、支出使途及び事業実施内容を把握している。

見直しの
余地

参加者の高齢化にあわせきめ細やかな対応を行うとともに、旧主要戦域の関係者との友好親善を図るにあたり、相互理
解を深めるために各戦域ごとに特色のある記念事業を行うよう促す。

23年度要求

予算額(補正後） 289 289 289 315 272

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

先の大戦における戦没者の遺児が、旧主要戦域を巡拝し、戦没者の慰霊追悼を行うとともに、旧主要戦域の関係者との
友好親善のための記念事業（教育施設への学用品等の寄贈、公共施設等の清掃、現地戦争犠牲者との交流会、記念
植樹）を行う。

実施状況

平成２１年度
１６地域　２１回（旧満州、旧ソ連地域、西部ニューギニア①、マリアナ諸島、中国①、東部ニューギニア①、ボルネオ・マ
レー半島、トラック諸島、パラオ諸島、ソロモン諸島、フィリピン①、ミャンマー①、沖縄、台湾・バシー海峡、西部ニューギ
ニア②、東部ニューギニア②、マーシャル諸島、ギルバート諸島、フィリピン②、ミャンマー②、中国②）
参加戦没者遺児　９０３名

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度

執行額 289 285 289

執行率

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

先の大戦における戦没者の遺児に対する慰藉の一環として、父を国に捧げた戦没者の遺児が、亡き父の眠る地に赴き
心ゆくまで慰霊追悼を行うとともに、戦没者遺児が現地の人々と戦争犠牲者の遺族という共通の立場で友好親善を図
り、相互理解を深める。

担当部局庁 社会・援護局 担当課室 援護企画課外事室 梅原　一豊

会計区分 一般会計 上位政策 －

事業番号 463

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(厚生労働省)

予算事業名 慰霊友好親善事業
事業開始
年度

平成３年度 作成責任者

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

－
関係する計
画、通知等

－



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)
(単位:百万円)

108百万円

【企画競争・委託】

181百万円

【実施要綱・補助】

戦没者遺児が、旧主要戦域における人々と戦争犠

牲者の遺族という共通の立場で交流し、相手国の理

解を深めることにより、今後の慰霊事業の円滑な推

進を図りつつ、広く戦争犠牲者の慰霊追悼を行う。

厚生労働省

289百万円

参加遺族への旅費（補助金）の取りまとめ

現地交流会・記念事業経費

現地で慰霊を行う為のエージェントの手配

参加遺族を旧主要戦域となった地域への引率旅

費及び現地での移動用のバス借上料、追悼式

Ｃ．参加遺族（1008名）

138百万円

参加遺族への旅費負担補助

【実施要綱・補助】



計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 138 計 0

旅費 慰霊友好親善事業参加旅費 138

C.参加遺族 G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 181 計 0

記念品代 協力者記念品代 1

清掃費 公共施設清掃費 2

謝金 体験執筆謝金 4

追悼式用品 現地追悼式物品（相手国） 6

寄贈品費 海外の教育施設への寄贈品代 7

交流会経費
戦争犠牲者との交流を図るための
会場借料、会議費

9

記念事業 友好親善のための記念事業 14

旅費 参加遺族の旅費負担への補助 138

F.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 108 計 0

通信運搬費 しおり、報告書郵送料等 1.2

印刷製本費 実施要領作成費 1.2

追悼式用品 追悼式用品（自国分） 2.9

通訳・添乗員経費 26.4

賃金 賃金職員雇い上げ料 4.1

消費税 消費税 5.0

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者につ
いて記載する。
使途と費目の
双方で実情が
分かるように記

載）

E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

借料及び損料 バス借上げ料等 42.1

旅費 引率旅費 25.2

雑役務費


